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＜連絡事項＞
・各スタッフはお互いに声を掛け合いながら、各スタッフ間で連携し合って業務を行っていきましょう。

・病棟内の環境整備も意識して行っていきましょう。


＜患者様情報＞
・高田　愛瑠様～7/2退院　おおぞらクリニック初外来は7/9 11:30(SWへ伝え済)
　　　　　　　　退院時処方はなし。(初外来日までの分あり)

・澤村　政光様～Faが岩手医科大学附属病院皮膚科　高橋Drへ直接転院の電話を掛けていた。
　　　　　　　　岩手医科大学附属病院皮膚科　高橋Drからその件について、小栁Drと直接話がしたいと当院へ電話あり。7/2に小栁Drが直接相手方Drへ電話することになっています。

・長浜 厚子様～主治医面談。嘔吐は食道狭窄と食道裂孔ヘルニアからくるものと思われ、摂食障害に関しては、病院内であれば食事摂取ができている。身体疾患での嘔吐であれば、精神科病院入院の適応にならないことを説明。7/14に栄養指導後から外泊訓練をお勧めし、ご本人様及び夫様も了承された。15日午後（15時半以降で）面談予定とした。


＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放中、他室侵入あり介入するも自制できず早めに開放観察終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。妄妄想に左右された言動なく、スタッフ対面時も穏やか。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。脱衣繰り返しあり、着衣保てず。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。興奮、危険行為無く過ごされる。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜柞木田Dr診察＞
・鎌田　保様～夜間の不眠感の訴えあり。デエビゴ5mg→7.5mgへ増量。持参薬のツムラ91番中止しの指示あり。ツムラ7番処方となる。小刻み歩行あり、次回処方からレキサルティ中止となる。両手背皮下出血著明。転倒している可能性がある為、見守り・身体管理を強化するようにと指示受ける。

・竹林　清八様～薬変更後も易怒的な様子が持続している事を報告。レキサルティ中止し、リスペリドン0.5mg朝夕で内服開始となる。また血圧高値あり、アルダクトン25㎎朝夕内服開始となる。易怒性の亢進あり、日赤の検査はキャンセルすると。治験のため、南病棟転出可の指示あり。

＜入院患者情報＞
　日　　時：令和8年7月1日　14:53
[bookmark: _GoBack]　氏　　名：榎木平 峰子（えのきだいら　みねこ）様
　生年月日：昭和53年3月19日(48歳)
　病　　名：統合失調症
　性　　別：女性
　主 治 医：村上Dr
　入院形態：医療保護

　＜経過＞
18歳から28歳まで夜間の飲食店に勤務。同時期から多量の飲酒習慣あり。令和6年7月頃より易疲労感や食事量低下、両上肢の震えが出現。同月25日に転倒し右後頭部を打撲。同月30日、間欠的不随意運動や従命困難あり、低カリウム血症で八戸市立市民病院救命科へ入院。同年8月2日同院精神神経科を受診し、アルコール使用障害の診断となり、自宅退院した。退院後から禁酒し不眠となり、眩暈や脱力、顔面神経麻痺などを認め、同月17日より幻視や幻聴、体感幻覚や被注察感を認め、精神症状に左右されて自宅を飛び出す等が続き、令和6年8月21日当院初診、同日医療保護入院となる。症状軽減し、令和6年10月2日自宅へ退院となる。以後、定期的に外来通院・服薬を行い、訪問看護の利用を開始としたが、状態安定とともに訪問看護R7年5月21日にて中止、以降は通院のみ継続していた。R8年5月頃より歩行が不安定であり、ふらつきと脱力感が見られ服薬調整。飲酒の再開もあり状態不安定であった。同年6月29日より訪問看護再開し経過を見ることとなっていたが、突然疎遠だった友人と連絡を取り家に招いたり、自宅を飛び出し今までに行ったことのないパチンコに行くことがあった。夫不在時に子ども達が本人を見切れない状態が増え家庭内が殺伐としている状態。専門治療希望し、本日14:53東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。

